
■安倍さんの死に思う■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 377号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：地域社会圏セミナーのご案内  

 

いづみプロジェクトでは、地域コミュニティ創出のため、様々なセミナーを展開することにいたしました。 

第 1弾として、「やさしい神経科学」の勉強会を開催します。 

内容は、ポリヴェーガル理論に基づくトラウマの話 

https://www.kokoro-ashiya.com/clinical-psychology/polyvagal-theory/ 

もちろん僕も参加します！ 

 

日時：7/17（日）16:00～16:30 

場所：いづみ tea&bar 横浜市神奈川区泉町 15-5 

参加費：1,000円（お茶、資料代含む） 

お申し込みURL https://forms.gle/ThJ8JkmQDF65rpmc6 

講師：和田 京 

公認心理師。児童家庭支援センターで 7 年勤務。現在は精神科・心療内科クリニックで勤務。大人と子どもの

心理治療を行う。 

・身近な人との関係をより良くしたい方 

・安心して過ごせる社会について考えたい方 

・自分の心や体の反応について理解したい方 

 人との楽しく心地よい関わりには、充実感があります。しかし、時として不安や緊張、怒りを感じることも

あります。私たち人間は「群れの動物」であり、誰しも人と良い交流をもつ「からだの力」を持っています。

その力を引き出すための最新の神経科学の知識とスキルを、体験的なワークによって学びましょう。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

2. ブログより：安倍さんの死に思う 

 

7 月 8 日はわざわざ奈良から O さんがお越しになり、名栗の森の道づくりを指導してくださるというので、11

時過ぎにカミさんと一緒に車に乗って家を出た。 

プリウスのテレビをつけて画面も見えるようにした途端、とんでもないニュースが飛び込んできた。 

大詰めの参院選の応援に駆け付けた安倍元首相が、演説を始めて間もなく背後から狙撃されたという。 

ニュースでは、その一報とともに、目撃者の証言や撮影動画などの情報が次々と映し出された。 

犯人もすぐに取り押さえられ、安倍さんもすぐに病院に搬送されたが、夕方には死亡が伝えられた。 

19時ころに帰宅した僕たちは、この一部始終を見続けることとなった。 

もちろんあなたも、そんな日を過ごしたかもしれない。 

・ 

安倍さんが狙撃された直後、その容態は心肺停止と報じられたので、僕の脳内では「安倍さんの殺害をどう解

釈するか」という回路が即座に起動した。 

安倍さんが殺されると、社会は、世界は、僕たちはどうなるのか。 

安倍さんが死ぬことで、一体何が起き、何が起こらないのか。 

そして、安倍さんが死ぬことは、社会にとって、僕にとって、果たして良いことなのか、良くないことなのか。

まだ死亡が確認されていないのに、死んだ場合のことばかりが頭をよぎる上に、もしも亡くなった場合に喜ぶ

べきか悲しむべきかを考える自分がいることに、僕は驚いた。 

運転する車中なのでよそ見も何もできず、体は運転に、でも頭はこのことばかり考えた。 

今日は、その続きをもう少し書きたい。 

・ 

まず初めに思ったことは、安倍さんが元首相であり、要職を務める現役ではないことだ。 

不幸中の幸いなのか、あるいは犯人には別の狙いがあったのかわからないが、少しホッとする自分を感じた。 

次に思ったのが、この事件は単独犯の犯行かどうか、つまりこれで終結するのか、これからさらに続くのか。 

これについては、今後の動向はもちろんのこと、犯人の取り調べや捜査の進展を見なければわからない、懸案

事項として覚えておこう。 

そしてもう一つ、狙撃時の「ドカーン」という銃声（むしろ砲音）と、使用された武器が気になる。 

そもそも、こうした狙撃の瞬間を様々な動画で見ること自体がこれまでにない経験だが、目撃者の「バズーカ

のような」という表現に僕はビビった。 

サリンをばらまいたオウム真理教のような、武器を製造する怪しい組織の存在と、安倍さんを取り巻く右傾組

織や軍需関連など、戦争のにおいを僕は感じた。 

・ 

そうこうするうちに、各方面のコメントが報じられ始めた。 

参院選の終盤ということもあり、各党の代表や自民党の幹部たちはほぼ全員が遊説中で、この事件は他人事で

はない。 

ある意味で、全ての人が共有しているかのように「これは民主主義に対する蛮行だ」と、多くの人が口をそろ

えた。 

だが僕は、これに対して強い違和感を禁じ得ない、なぜなら自殺者まで生んでいる公文書の改ざん問題など、

民主主義への蛮行はすでに繰り返されている。 

それを止められずにいる議員たちが、その張本人として糾弾される安倍さんの死に対し、こんな言葉を使って

いいのだろうか。 



さらに言えば、狙撃犯の取り調べについて初めに報じられたのは「これは安倍さんの政治信条に対する恨みで

はない」というコメントだ。 

警察やマスコミの意図は、混乱を避けるためだとは思われるが、政治家たちが選挙への関心を煽っているとし

か僕には思えない。 

・ 

国内のイメージ操作ばかりに気を取られる僕が、ふと我に返ったのは、海外からのコメントだ。 

欧米各国などいわゆる同盟国はもちろんだが、台湾からは支援を受けた感謝の言葉、中国からは関係改善に尽

力したねぎらい、そしてロシアのプーチン大統領からまでもお見舞いや弔意が示された。 

もちろんこれは、外交のエチケット社交辞令かも知れないが、全ての政治家に対する者ではない。 

そして、すべてのメッセージは、現職の総理大臣であるかどうかに関係ない。 

最初に僕が気にした「現職かどうか」などの懸念は、全てが国内事情の話であり、世界がまず示してくれたの

は、「安倍さんの実績」に対する評価と称賛だった。 

もちろんその陰には「批判や侮蔑」もあるだろうし、それらは表に出ないかもしれない。 

でも、「死」とはひとまずの「終わり」だが、それはすなわち評価と検証の「始まり」なのだと気づかされた。 

・ 

夕方になって、奈良の病院に昭恵夫人が到着すると、間もなく安倍さんの死亡が発表された。 

心肺停止と死亡の違いは、死の始まりと死後の始まりなのかもしれない。 

亡くなった安倍さんは、すでに責めるべき存在でなく、評価検証することで、今後に生かすべき過去になった

のだと、僕は気づいた。 

安倍さんを利用し、安部さんに便乗することで、民主社会を汚す奴らにきちんと矛先を挿げ替えよう。 

そして献花を手向ける方たちや、安倍さんの思い出を語る人々の話は、心安らかに聞きたいと思う。 

 

https://nanoni.co.jp/20220711/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：一般参加不可、下記以外はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）07/12 なのに（自宅）作業日 

会議〇：20-21時 LR定例営会議（zoom） 

（水）07/13 なのに（自宅）作業日 

会議×：08-10時 AR子ども書籍MTG（zoom） 

（木）07/14 笑恵館（世田谷）作業日 

会議◎：17-19時 笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）07/15 なのに（各所）作業日 

 会議×：13-15時 かなこの部屋MTG（成城） 

 会議×：16-18時 HFA定例会（恵比寿） 

 会議〇：19-21時 一宮庵クラブMTG（成城） 

（土）07/16 笑恵館（世田谷）作業日 

交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 



（日）07/17 いづみ（横浜）作業日 

 交流◎：09-15時 いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

 交流〇：15-17時 地域社会圏セミナー（反町） 

（月）07/18 なのに（自宅）休業日 

 会議○：22-23時 八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

 

■定例の予定 

月曜・毎週 22-23時 ○八島花文化財団準備室MTG（zoom） 

火曜・第 2,4 20-21時 〇LR定例営会議（zoom） 

水曜・第 1 10-12時 〇OforW経営運営会議（zoom） 

第２ 08-10時 ×AR子ども書籍MTG（zoom） 

木曜・第２ 15-16時 ×かなこ PJT（zoom） 

 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第３ 13-18時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４ 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

金曜・第１ 08-09時 〇地主の学校ゼミ（zoom） 

第４ 18-19時 ◎カプラー起業交流会（zoom） 

土曜・毎週 09-17時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１ 21-22時 ×喜多見共和国MTG（zoom） 

第２ 12-14時 ×RYUSEN PJT（zoom） 

日曜・毎週 09-17時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

第１ 10-11時 ×100smile会議（zoom） 

第４ 10-14時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

07/22 交流〇：18-20時 地主の学校@黒澤瓦店（市原） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 



松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅：株式会社なのに（取締役・平社員） 

〒226-0016神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

 

職場：一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

特手非営利活動法人HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://localrepublic.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


